
議　　題

利用者 ０名 １．実績報告

利用者家族 ０名 ２．火災感知器の誤作動について

地域住民の代表者 ２名 ３．身体拘束について

市職員 １名

地域包括支援センター職員 １名

事業所 ３名

運　営　推　進　会　議　開　催　報　告　書

開催日　　　　令和７年　１１月２８日　　１３：３０～１４：３０

ご意見等のまとめ
１．実績報告

出席者

　　　・当然裸で体も濡れていると思うので、車の中に毛布等を常備しておき一時的に避難できるように

　　　・ホームの各所に毛布等を置いておき、いつでも使えるようにしておき、スタッフ全員で共有する。

　　根本的な原因についても医師と相談し原因を考えていきます。

　　避難方法についてご意見をいただきました。

　　　　しておく。

　　おむつ交換時の陰部いじりについて、身体拘束ではないそれを防ぐいい方法がないかご意見をいただ

　　　・ある程度その時に限り、触ってしまうのを防ぐのは身体拘束ではないと思う。
　　　・犬猫等のペットがよくつけているような、カラーのようなもので触るのを防いだらどうか？　　

３．身体拘束適正化委員会

　　きました。

　　グルーホームらく令和７年１０月、令和７年１１月の主な出来事について報告させていただく。

２．火災感知器の誤作動について

　　せていただく。

　　にご迷惑をおかけしてしまった事をご報告させていただく。

　　先日火災感知器が誤作動を起こし、報知器と自動通報システムが作動。誤作動である事は救急コール
　　センターの方へ伝えたが、結果消防車と、パトカーが駆けつけてくださり、消防署の方、警察署の方

　　火災感知器の誤作動の原因として経年劣化が濃厚で、すでに新しい物を発注済みという事もご報告さ

　　誤作動を起こした時間帯がちょうどお風呂の時間であり、今まで気づかなかった入浴中の利用者様の

　　　・すぐに羽織えるコート等を用意しておく。
　　　・入浴時の避難を想定して訓練を行う。スタッフもそういう事があると想定できる。

　　　・かゆみ等の触ってしまう根本的な原因を考える。
　　等のご意見をいただきました。
　　今後触ってしまうのを防ぐようなものを考え、その時に限り使用していきます。

　　
　　等のご意見をいただきました。スタッフで話し合い、今後の対策について決めます。


